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１．研究計画の概要 

 研究目的は「考える足場」のある算数授業
による３段階の学習過程モデル（Ⅰ教師が導
入問題を用意し既習事項を振り返る「与える
足場」、Ⅱ本時問題の解法の見通しを仲間と
相談し共有する「つくる足場」、Ⅲ児童自身
で足場をつくる「任せる足場」）の有効性を
調べることである。そのために研究協力小学
校の児童を対象に 4年間継続的に授業観察を
行い、算数科における知識の習得や活用状況
を分析する。 

２．研究の進捗状況 

 石川県小松市立第一小学校を主たる研究
協力校として、2008 年度の授業研究から、
単元指導計画の段階で、与える足場、つくる
足場、任せる足場を適切に組み合わせて授業
を行うことが効果的であることがわかった。 

足場のある算数授業により基礎的・基本的知
識や技能の習得には効果が見られたが、児童
がかかわりながら話し合う活動の確保が困
難であった。 

そこで、2009 年度は児童の話し合う力を
育てるために、3 ステップの話し合い指導を 

行った。算数シナリオを作成し、聴き方・話
し方・話し合いの仕方を教えるシナリオ授業
を行う（第１ステップ）、シナリオ授業で学
んだ話し方をもとに話し方カードを作成し、
普段の授業で適宜、聴き方・話し方・話し合
いの仕方を指導する（第２ステップ）、普段
の授業の中で、児童自身に聴き方・話し方・
話し合いの仕方を振り返らせ、達成している
聴き方・話し方と未達成の聴き方・話し方を
明確にする（第３ステップ）を全学年で実施
した。その結果、足場のある授業と話し合い
指導の両方の指導の成果が 2年目には見られ、
2010 年度も継続して、足場のある算数授業

と話し合い指導を行った。 

 話し合い指導により児童は話し合い活動
を通して、自分の考えを伝え合い、友達の考
えを聴き合い、新しい知識を獲得し、活用で
きるようになるプロセスが見出された。 

 2010 年度は、話し合い指導を継続するこ
とで、話し合い活動の質を高める方策を考え、
児童が主体的に授業に参加し、授業をつくる
過程で、どのように新しい知識を習得し、活
用できるようになるかを調べた。 

 2 年目の話し合い指導では、実際の授業記
録を活用した話し合い指導の方法を開発し
た。これは、授業記録の一部や全部を児童に
与え、自分たちの授業を振り返らせることで、
話し合いの仕方の良い点や改善点を見出さ
せ、話し合いの質を高めることを目指す方法
である。2010 年度は 4 年生と 6 年生に実施
し、効果的であることがわかった。 

 小松市立第一小学校での実践をもとに、足
場のある算数授業と話し合い指導を行うこ
との有効性が見出せたことから、2009 年度
からは神奈川県秦野市立西小学校、神奈川県
大井町立大井小学校、2010 年度からは広島
県呉市立荘山田小学校で同様に実践を行い
検証している。 

３．現在までの達成度 

 ①当初の計画以上に進展している。 

（理由） 

 ３年間の授業研究の成果を 11 本、査読あ
りの日本数学教育学会誌や科学教育研究誌
に投稿し、採録された。また、著書として 8

本を刊行し、全国の小学校教師に発信した。 

 2 年目から話し合い指導を研究計画に追加
することで、児童の知識の習得や活用を促す
のに、児童がたがいに考えを聴きあい話し合
う言語活動の充実が重要なことを明らかに
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なった。2 年目に開発した算数シナリオは数
学教育分野ではオリジナルなものであるが、
児童の話し合う力を育てるのに有効である
ことがわかり、3 年目には、さらに授業記録
を話し合い指導の有力な教材とすることが
できることを見出せ、新しい話し合い指導の
方法の確立に近づいたから。 

４．今後の研究の推進方策 
 今後の研究課題の第１は、残りの 2年間の
研究期間に、足場のある算数授業を実践して
いる他の研究協力校でも算数シナリオと授
業記録を活用した話し合い指導を行い、授業
設計論と話し合い指導の２つの要因がどの
ように児童の知識の習得と活用に影響する
のかを明らかにすることが課題になる。 

第２の研究課題はこれまで第一小学校で
収録した授業ビデオを同一学年の同一内容
に関して研究初期の時点と研究中盤や終盤
の時点で比較し、授業分析を行い、知識の習
得や活用過程の相違を明らかにすることで
ある。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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